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12日土・13日日 入試相談会

NHKの政治部記者として首相官邸、外務省、自民党を担当。ワシントン特派員として
アメリカに赴任し、冷戦の終焉に立ち会う。湾岸戦争では最前線へ。その後、ハーバー
ド大学CFIA・国際問題研究所に招聘される。続いてボン支局長を経てワシントン支局
長を８年間にわたって務める。
この間、ブッシュ大統領をはじめ、重要閣僚の単独インタビューを数多くこなした。2001
年9.11の同時多発テロ事件に際しては、11日間の昼夜連続の中継放送を担い、冷
静で的確な報告で視聴者の圧倒的な支持を得た。2005年NHKから独立し、日本で
初めてのインテリジェンス小説『ウルトラ・ダラー』を発表。姉妹篇『スギハラ・ダラー』と
あわせて５０万部の大ヒットに。
『たそがれゆく日米同盟』『外交敗戦』『インテリジェンスの賢者たち』は新潮文庫のロ
ングセラーとして読み継がれている。2011年12月、大型ノンフィクション『ブラック・スワ
ン降臨』（新潮社）を上梓。2012年11月、『動乱のインテリジェンス』（佐藤優共著、新
潮新書）が緊急出版された。
また、慶応義塾大学大学院教授として後進の指導にも積極的に取り組んでいる。

NUISスクールアプリ開設しました
NUIS公式フェイスブック iPhone・iPad・Androidスマートフォン・タブレット向け

App StoreまたはGoogle Playストアから
新潟国際情報大学で検索
アプリをダウンロードしてご利用ください。

UX新潟テレビ21レクスタＴＶ「ヌイスタ」
毎週金曜日12:30～13:00 国情生の発信番組
ストリーム生中継 過去番組も見られます。
http://uxtv.jp/info/lexnstudio-tv/

https://www.facebook.com/nuis.face

3面
初のホームカミングを
　紅翔祭で開催

4・5面
学外実習・インターンシップ
サークル紹介Q&A
9月卒業・４人の門出を祝福
湧源・編集後記に代えて
平成26年度入試日程（推薦・帰国生・社会人）

6・7面
JABEE修了同窓生を対象に勉強会 
私の研究テーマ
経営情報学会公開シンポ報告
「佐潟祭」今年も屋台が大好評
教員の活動（本人申告による）

8面
紅翔祭（10/12・13）案内特集
　20周年記念「国情クイズ」
　タレントショー
　入試相談会
　みずき会餅つき大会

開学20周年記念事業開学20周年記念事業

「学生会館」を新設、来年8月完成目指す「学生会館」を新設、来年8月完成目指す
「学生食堂」「新潟中央キャンパス」リニューアル「学生食堂」「新潟中央キャンパス」リニューアル
３つの公開シンポジウムを開催３つの公開シンポジウムを開催

2・3面

「 彩 （Paint） your color 」テーマは「 彩 （Paint） your color 」テーマは

紅翔祭紅翔祭紅翔祭
10/12土・13日

記念すべき20回目を彩ろう!!

主なイベント

紅翔祭実行委員長　情報システム学科2年  小野 史貴
　今年も紅翔祭がやってきました!!今回の紅翔祭は記念すべき
20回目。多くの模擬店や昨年人気だった西区大農業まつりと
のコラボ、お笑い芸人ライブや声優のトークショーなどさまざ
まな企画が盛りだくさんです。
　そして今回の紅翔祭のテーマは「彩(Paint) your color」。
皆さんの個性を色にたとえて、紅翔祭というキャンバスを自由
に彩ろうという思いが込められています。皆さま、ぜひ紅翔祭
へ遊びに来てください!

本学のマスコットキャラクター
「Nabbit」です。
紅翔祭で見かけたら、
ぜひ声を掛けてください！

ナビット

●吹奏楽コンサート 
●20周年記念事業・国情クイズ
●20周年記念事業・ホームカミング 
●Dancer's Party vol.12 

12日土

●アカペラCome and join’us 
●合唱の発表

13日日

●茶会
●「復興なう。」
　～被災地に寄り添って考える～
●演劇NUIS THEATER!
●MMCの名刺屋さん
●ゲーム広場
●盤上遊戯～饗宴の大地～
●NUIS Eco Festa season4
●写真展示
●みずき野西自治会秋の文化祭
●Event & Bar「Commando」
●軽音楽Rock IN NUIS Vol.2
●模擬店多数出店

12日土・13日日

みずき会（同窓会）イベント
もちつき大会

タレントショー

今年も「もちつき大会」を行います。
ふるってご参加ください!

詳細は大学H.P.をご覧ください!

会場 学生ホール
（悪天候の場合：学生食堂「弥彦」）
時間 11：00～時間 11：00～

「世界のなかのニッポン・
 東アジアのなかのニッポン
　  　　     ～ＴＰＰと日米同盟～ 」

演　題

10月13日（日）

講　師

開催日

会　場

定　員

申込方法

手嶋 龍一 氏
外交ジャーナリスト・作家

新潟国際情報大学
本校体育館
先着600人（無料）
はがきに「手嶋龍一講演会 聴講申込」と、郵便番号・
住所・氏名・電話番号・年齢・希望人数（上限５名）を
ご記入のうえ、下記へ

宛　先 〒950-2292 新潟市西区みずき野３ー１ー１
「 新潟国際情報大学 文化講演会係 」 宛

14：30～16：00（開場：14：00）

★この講演会は、父母会およびみずき会（同窓会）の共催事業です。
★個人情報については、入場整理券郵送の目的以外に利用はいたしません。

講化文 演 会

PHOTO：長谷川 美咲編集部では読者から表紙を飾る写真を募集しています！ 投稿方法は nuischannel@nuis.ac.jp までお問い合わせください。次回のテーマは「新春」。

プロフィール

12日土

13日日

文化講演会ゲストに手嶋龍一氏文化講演会ゲストに手嶋龍一氏
〈紅翔祭〉〈紅翔祭〉１０/12㈯・13㈰１０/12㈯・13㈰

模擬店スペースの一角に特設テントを設けて、今年度
最後の「個別入試相談会」を開催します。推薦入試、
一般入試など、どんなことでも気軽にご相談ください!

模擬店スペースの一角に特設テントを設けて、今年度
最後の「個別入試相談会」を開催します。推薦入試、
一般入試など、どんなことでも気軽にご相談ください!

「アンガールズ」「Hi-Hi」 「矢尾 一樹」

（体育館） （特設ステージ）
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１
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
本
学
の
紹
介
や
街
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
す
れ

ば
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

カ
フ
ェ
も
あ
り
、
待
ち
合
わ

せ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
展
覧
会
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
し
て
も
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

　

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
設
10
周

年
を
迎
え
、
1
階
と
2
階
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
1
階
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
2
階
に
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
今
秋
10
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
生
が

授
業・ゼ
ミ
以
外
に
も
、オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
の
受
講
、サ
ー
ク
ル
、就
職
活
動
な

ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、街
中
に

立
地
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

を
受
講
す
る
多
く
の
社
会
人
が
集
う
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
は
、

情
報
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

出
会
う
場
を
提
供
し„
学
び
“に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
た
ち
が
お

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

情
報
と
知
識
を
共
有
す
る
場
で
あ
り
、

知
ら
な
い
人
同
士

で
も
お
互
い
気
軽

に
話
し
か
け
ら
れ

る
自
由
な
空
間
で
す
。
学
生
が
使
う
だ

け
で
な
く
、起
業
家
、企
業
の
営
業
職
、

主
婦
、定
年
後
の
シ
ニ
ア
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
が
共
有
す
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
し
ま
す
。テ
ー
ブ
ル
、ソ
フ

ァ
、個
人
ブ
ー
ス
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
の
ほ
か
に
、キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ナ
ー
、複

合
機
、
大
判
プ
リ
ン
タ
な
ど
も
完
備
。

飲
食
も
可
能
で
す
。
空
い
て
い
る
席
に

座
り
、
必
要
な
ら
ば
会
議
室
に
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
形
で
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

20
周
年
記
念
事
業
の
目
玉
に
「
学
生

会
館
」（
仮
）の
新
築
と
「
学
生
食
堂
」

の
増
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
学
生
会
館
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
側
面
か
ら
、
学
生

と
学
生
、
学
生
と
教
職
員
、
大
学
と
社

会
を
「
つ
な
ぐ
場
」
と
し
て
、
勉
強
、

課
外
活
動
、語
ら
い
等
々
、い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
利
用
で
き
る
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。

　

建
設
場
所
は
、
教
職
員
駐
車
場
周
辺

で
学
生
食
堂
に
接
続
し
た
、
2
階
建
て

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
1
階
の
ロ
ビ
ー

は
学
生
の
居
場
所
と
し
て
、P
C
や
お

茶
、食
事
も
で
き
ま
す
。
ま
た
何
で
も

相
談
で
き
る
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の

学
生
支
援
室
や
学
友
会
室
、
簡
単
な
調

理
室
も
設
け
ら
れ
自
販
機
も
設
置
し
ま

す
。
2
階
に
は
語
学
、
情
報
処
理
等
の

文
化
お
よ
び
学
術
研
究
部
の
部
室
、
さ

ら
に
吹
奏
楽
、軽
音
楽
、合
唱
部
の
練
習

場
所
な
ど
も
整
備
さ
れ
ま
す
。そ
の
他
、

多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
部
屋
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
は
平
成
26

年
8
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

は
、
卒
業
生
を
あ
た

た
か
く
お
迎
え
す
る

日
で
す
。
20
周
年
を

迎
え
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
本
学
の
近

況
に
触
れ
、
懐
か
し

い
恩
師
、
学
友
と
の

再
会
や
在
学
生
と
の

触
れ
合
い
を
通
し
、

本
学
と
の
つ
な
が
り

を
再
確
認
し
て
い
た

だ
く
初
の
試
み
で

す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
く

に
あ
た
り
、
卒
業
生

を
対
象
と
し
た
特
典

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
紅
翔

祭
と
同
時
開
催
の
た

め
、
ご
家
族
ご
友
人

と
と
も
に
、
母
校
で

の
一
日
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た

卒
業
生
全
員
に
紅
翔

祭
利
用
券
5
0
0
円

分（
当
日
の
み
有
効
）

を
配
布

ビ
ン
ゴ
大
会

　
　
　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
豪
華
賞
品
プ
レ

ゼ
ン
ト

参
加
対
象
は
、
卒
業
生
・
教

職
員

開
催
場
所
と
時
間
は
、
正
面

ス
テ
ー
ジ
で
14
時
〜

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
の
詳
細
は
、
当

日
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
受
付

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

「
学
生
食
堂
」
の
増
改
築
も
行
い
ま

す
。
開
学
20
年
を
経
過
し
テ
ー
ブ
ル
、

椅
子
も
消
耗
し
取
り
替
え
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、厨
房
の
設
備
が

分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
も
悪
く
、
さ
ら
に
昼
食
時
に
は
混

雑
し
、
席
が
不
足
す
る
こ
と
が
常
態
化

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
厨
房
設
備
を
一

体
化
し
、
座
席
数
を
増
や
す
よ
う
に
一

回
り
大
き
く
し
ま
す
。
学
生
食
堂
は
単

に
食
事
す
る
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
語

り
合
っ
た
り
、
学
習
し
た
り
、
一
日
を

過
ご
す
大
切
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、「
カ
フ
ェ
」風
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
改
修
、
来
春
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス（
10
月
末
オ
ー
プ
ン
）

「
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
」

「
つ
な
ぐ
場
」「
語
ら
い
の
場
」
を
新
設

パ 

ネ 

リ 

ス 

ト

来年8月には完成「学生会館」 開学20周年  記念事業
1
9
6
5
年
、
新

潟
県
生
ま
れ
。
東

京
藝
術
大
学
大
学

院
美
術
研
究
科
修

了
。
国
内
外
の
展

覧
会
に
多
数
参

加
。
作
風
、
テ
ー

マ
は
日
本
の
わ
び

さ
び
、
エ
ロ
、
グ

ロ
か
ら
真
摯
な
社

会
問
題
ま
で
。

1
9
5
6
年
、
新

潟
県
生
ま
れ
。
成

城
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
児
童
書
等

の
編
集
者
を
経

て
、『
妊
娠
小
説
』

（
ち
く
ま
文
庫
）

で
デ
ビ
ュ
ー
。
各

紙
誌
で
文
芸
評
論

や
書
評
な
ど
を
執

筆
中
。

1
9
5
6
年
、
広

島
県
生
ま
れ
。
立

教
大
学
法
学
部
卒

業
。
テ
レ
ビ
番
組

制
作
会
社
勤
務
を

経
て
独
立
。以
降
、

報
道
系
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
系
の

番
組
を
中
心
に
、

数
々
の
作
品
を
手

が
け
る
。

11月3日㈰ 13:00～16:30 新潟日報メディアシップ 11月3日㈰ 10：30～18：30 ANAクラウンプラザホテル新潟

酒井 直樹  「21世紀東アジア〈共生〉の条件」

新潟における経営革新の実践を考える
―人間中心の情報と経営の実践―

21世紀  東アジア〈共生〉の条件
―「格差」と「差別」を越えて

　世界的にさまざまな「格差」と「差別」が顕在化しています。
近代の植民地主義に起因する世界規模の国家間格差、経済のグロ
ーバル化による新たな国内格差など、東アジア地域でも格差問題
が平和を脅かす大きな要因となっています。東日本大震災と福島
原発事故以後に明らかになったのも、日本の都市と地方の根源的
格差でした。格差問題は、国境を横断しながら重層的に展開し、
既存のコミュニティや政治社会の機能不全をもたらしています。
いわばこの「グローバル・アパルトヘイト」の現実に立ち向かう
ためには、政治経済分野にとどまらず、社会や文化研究など多分
野にわたるアプローチが必要です。本学提携大学を中心とした海
外の研究者を迎え、国際的な内海に開かれた新潟の地から、21世
紀東アジア〈共生〉の条件を探ります。

　このシンポジウムでは、経営革新を目指す当地新潟の中小企業
がナレッジマネンジメントをはじめとする経営手法をいかに導
入・実践すべきかを検討し、地域貢献に資することを目的として
います。外部から各界の著名な専門家４氏をお招きし、新潟の発
展のためにご講演をいただきます。
　10年におよぶデフレスパイラルがようやく抜け出そうとしてい
る我が国の経済状況下で、多くの企業が今こそ、情報を活用した
人間中心の経営を実践していただくために有益なシンポジウムに
したいと考えております。
　４氏の講演終了後、すべての講演者と本学情報システム学科小
林満男教授によるパネルディスカッションを実施いたします。講
演者のご講演を踏まえてさらに掘り下げた「情報と経営」につい
ての議論を展開したいと考えております。

司
会　

越
智 

敏
夫
（
新
潟
国
際
情
報
大
学 

教
授
）

電話、ＦＡＸ、メールにて、①氏名、②電話番号、
「国際と情報」（メールの場合はタイトルにしてください）
と明記のうえ、右記連絡先にお申し込みください。

　

各
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
中
の
、
新
潟
に
縁
の
あ
る
３

氏
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
こ
の
「
新
潟
と
国
際
と
情
報
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
森
羅
万
象
（
の
な
か
で

も
特
に
大
切
な
こ
と
）
に
つ
い
て
縦
横
無
尽
に
語
り
尽
く

し
ま
す
。
大
学
の
開
学
記
念
の
常
識
を
大
き
く
は
み
出
し

た
企
画
。
そ
の
現
場
に
ど
う
か
お
立
ち
合
い
く
だ
さ
い
。

◆
芸
術
家

　
　
会
田
　
誠 

氏

◆
文
芸
評
論
家

　
斎
藤 

美
奈
子 

氏

◆
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
作
家

　
　
森
　
達
也 

氏 参加無料
申込制

先着 300名

新潟と
国際と
情報に
ついて
11月2日㈯
14:30～16:30

コーネル大学ゴールドウィン•スミス記念基金教授。比較文学、アジア研究学、歴
史学部所属。1946年神奈川県生まれ。1971年東京大学文学部卒業。1979年
シカゴ大学人文科学部修士課程に入学。1983年同大学大学院博士号取得。シ
カゴ大学人文科学部助教授を経て現職。多言語シリーズ（スペイン語、中国語、
韓国語、日本語、英語で出版）『トレイシーズ』初代編集長。

境界＝海を越える〈共生〉の試み

13:00～13:10

時　間 講　演

13:10～14:00

14:10～14:40

14:40～15:10

15:10～15:40

15:50～16:30

開会のあいさつ
白井 健二 （新潟国際情報大学 教授）
知的機動力経営
　～Maneuvering Capability in Knowledge-based 
                                                       Management～野中 郁次郎 （一橋大学 名誉教授）
品質は工程で造りこむ
　～スタッフにおける「自工程完結」の推進～
鈴木 浩佳 （トヨタ自動車 TQM推進部 室長）
クリエイティブワークスタイル
　～知識創造活動～
潮田 邦夫 （NTT東日本 元取締役）
サービス・オートポイエーシス
　～組織を活かす新たなシステム論～
橋本 敬 （北陸先端科学技術大学院大学 教授）
パネルディスカッション
講演者 + 小林 満男 （新潟国際情報大学 教授）

基
調
講
演

グローバルな「格差」と「差別」の諸相と展望
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

報告① Ａ・シュヌルコ（極東連邦大学 教授）「ロシアの格差・人権問題」
報告② Ｇ・マコーマック（オーストラリア国立大学 教授）「東シナ海から見た東アジア転換期」
報告③ 髙橋正樹（新潟国際情報大学 教授）「東南アジア社会の格差問題と民主化への壁」
討論① 酒井直樹（コーネル大学 教授）
討論② 佐々木寛（新潟国際情報大学 教授）

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

10：50

～

12：00

13：00

～

15：30

15：45

～

18：15

報告① 唐利国（北京師範大学 副教授）「中国の格差問題を越える歴史的な知恵」
報告② 趙顯龍（慶熙大学校 教授）「疎通のための文化教育」
報告③ 神長英輔（新潟国際情報大学 准教授）「生活文化圏としての環日本海」
討論① 徐勝（立命館大学 特任教授）
討論② 越智敏夫（新潟国際情報大学 教授）

司会：區 建英（新潟国際情報大学 教授）

司会：小澤 治子（新潟国際情報大学 教授）

ANA
クラウンプラザ
ホテル新潟

申し込み方法

氏名、所属、電話番号を
FAX 025-239-3690へご送信
いただくか、http://goo.gl/7FJBn1
からご登録ください。

申し込み方法

2013年10月18日㈮まで申し込み締切

新潟国際情報大学 総務課
TEL 025-239-3111

問い合せ先

〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1
新潟国際情報大学　総務課　TEL 025-239-3111 
FAX 025-239-3690   E-mail somu@nuis.ac.jp

申し込み・問い合せ先

申し込み方法
〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1
新潟国際情報大学 総務課
TEL 025-239-3111
FAX 025-239-3690 
E-mail somu@nuis.ac.jp

電話、FAX、メールにて、
①氏名、②電話番号、
「21世紀東アジア」（メールの場合は
タイトルにしてください）と明記のうえ、
右記連絡先にお申し込みください。

申し込み・問い合せ先

参加無料
申込制
先着
100名

参加無料
申込制
先着
200名

１
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も

３つの公開シンポジウムを開催

カ
フ
ェ
風
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
学
生
食
堂
」

特
典

イ
ベ
ン
ト

紅翔祭（10/12）と同時開催ホームカミングにどうぞ！

1F

2F 完成予想図

完成予想図
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１
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
本
学
の
紹
介
や
街
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
す
れ

ば
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

カ
フ
ェ
も
あ
り
、
待
ち
合
わ

せ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
展
覧
会
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
し
て
も
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

　

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
設
10
周

年
を
迎
え
、
1
階
と
2
階
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
1
階
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
2
階
に
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
今
秋
10
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
生
が

授
業・ゼ
ミ
以
外
に
も
、オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
の
受
講
、サ
ー
ク
ル
、就
職
活
動
な

ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、街
中
に

立
地
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

を
受
講
す
る
多
く
の
社
会
人
が
集
う
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
は
、

情
報
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

出
会
う
場
を
提
供
し„
学
び
“に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
た
ち
が
お

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

情
報
と
知
識
を
共
有
す
る
場
で
あ
り
、

知
ら
な
い
人
同
士

で
も
お
互
い
気
軽

に
話
し
か
け
ら
れ

る
自
由
な
空
間
で
す
。
学
生
が
使
う
だ

け
で
な
く
、起
業
家
、企
業
の
営
業
職
、

主
婦
、定
年
後
の
シ
ニ
ア
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
が
共
有
す
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
し
ま
す
。テ
ー
ブ
ル
、ソ
フ

ァ
、個
人
ブ
ー
ス
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
の
ほ
か
に
、キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ナ
ー
、複

合
機
、
大
判
プ
リ
ン
タ
な
ど
も
完
備
。

飲
食
も
可
能
で
す
。
空
い
て
い
る
席
に

座
り
、
必
要
な
ら
ば
会
議
室
に
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
形
で
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

20
周
年
記
念
事
業
の
目
玉
に
「
学
生

会
館
」（
仮
）の
新
築
と
「
学
生
食
堂
」

の
増
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
学
生
会
館
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
側
面
か
ら
、
学
生

と
学
生
、
学
生
と
教
職
員
、
大
学
と
社

会
を
「
つ
な
ぐ
場
」
と
し
て
、
勉
強
、

課
外
活
動
、語
ら
い
等
々
、い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
利
用
で
き
る
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。

　

建
設
場
所
は
、
教
職
員
駐
車
場
周
辺

で
学
生
食
堂
に
接
続
し
た
、
2
階
建
て

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
1
階
の
ロ
ビ
ー

は
学
生
の
居
場
所
と
し
て
、P
C
や
お

茶
、食
事
も
で
き
ま
す
。
ま
た
何
で
も

相
談
で
き
る
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の

学
生
支
援
室
や
学
友
会
室
、
簡
単
な
調

理
室
も
設
け
ら
れ
自
販
機
も
設
置
し
ま

す
。
2
階
に
は
語
学
、
情
報
処
理
等
の

文
化
お
よ
び
学
術
研
究
部
の
部
室
、
さ

ら
に
吹
奏
楽
、軽
音
楽
、合
唱
部
の
練
習

場
所
な
ど
も
整
備
さ
れ
ま
す
。そ
の
他
、

多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
部
屋
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
は
平
成
26

年
8
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

は
、
卒
業
生
を
あ
た

た
か
く
お
迎
え
す
る

日
で
す
。
20
周
年
を

迎
え
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
本
学
の
近

況
に
触
れ
、
懐
か
し

い
恩
師
、
学
友
と
の

再
会
や
在
学
生
と
の

触
れ
合
い
を
通
し
、

本
学
と
の
つ
な
が
り

を
再
確
認
し
て
い
た

だ
く
初
の
試
み
で

す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
く

に
あ
た
り
、
卒
業
生

を
対
象
と
し
た
特
典

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
紅
翔

祭
と
同
時
開
催
の
た

め
、
ご
家
族
ご
友
人

と
と
も
に
、
母
校
で

の
一
日
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た

卒
業
生
全
員
に
紅
翔

祭
利
用
券
5
0
0
円

分（
当
日
の
み
有
効
）

を
配
布

ビ
ン
ゴ
大
会

　
　
　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
豪
華
賞
品
プ
レ

ゼ
ン
ト

参
加
対
象
は
、
卒
業
生
・
教

職
員

開
催
場
所
と
時
間
は
、
正
面

ス
テ
ー
ジ
で
14
時
〜

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
の
詳
細
は
、
当

日
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
受
付

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

「
学
生
食
堂
」
の
増
改
築
も
行
い
ま

す
。
開
学
20
年
を
経
過
し
テ
ー
ブ
ル
、

椅
子
も
消
耗
し
取
り
替
え
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、厨
房
の
設
備
が

分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
も
悪
く
、
さ
ら
に
昼
食
時
に
は
混

雑
し
、
席
が
不
足
す
る
こ
と
が
常
態
化

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
厨
房
設
備
を
一

体
化
し
、
座
席
数
を
増
や
す
よ
う
に
一

回
り
大
き
く
し
ま
す
。
学
生
食
堂
は
単

に
食
事
す
る
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
語

り
合
っ
た
り
、
学
習
し
た
り
、
一
日
を

過
ご
す
大
切
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、「
カ
フ
ェ
」風
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
改
修
、
来
春
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス（
10
月
末
オ
ー
プ
ン
）

「
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
」

「
つ
な
ぐ
場
」「
語
ら
い
の
場
」
を
新
設

パ 

ネ 

リ 

ス 

ト

来年8月には完成「学生会館」 開学20周年  記念事業
1
9
6
5
年
、
新

潟
県
生
ま
れ
。
東

京
藝
術
大
学
大
学

院
美
術
研
究
科
修

了
。
国
内
外
の
展

覧
会
に
多
数
参

加
。
作
風
、
テ
ー

マ
は
日
本
の
わ
び

さ
び
、
エ
ロ
、
グ

ロ
か
ら
真
摯
な
社

会
問
題
ま
で
。

1
9
5
6
年
、
新

潟
県
生
ま
れ
。
成

城
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
児
童
書
等

の
編
集
者
を
経

て
、『
妊
娠
小
説
』

（
ち
く
ま
文
庫
）

で
デ
ビ
ュ
ー
。
各

紙
誌
で
文
芸
評
論

や
書
評
な
ど
を
執

筆
中
。

1
9
5
6
年
、
広

島
県
生
ま
れ
。
立

教
大
学
法
学
部
卒

業
。
テ
レ
ビ
番
組

制
作
会
社
勤
務
を

経
て
独
立
。以
降
、

報
道
系
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
系
の

番
組
を
中
心
に
、

数
々
の
作
品
を
手

が
け
る
。

11月3日㈰ 13:00～16:30 新潟日報メディアシップ 11月3日㈰ 10：30～18：30 ANAクラウンプラザホテル新潟

酒井 直樹  「21世紀東アジア〈共生〉の条件」

新潟における経営革新の実践を考える
―人間中心の情報と経営の実践―

21世紀  東アジア〈共生〉の条件
―「格差」と「差別」を越えて

　世界的にさまざまな「格差」と「差別」が顕在化しています。
近代の植民地主義に起因する世界規模の国家間格差、経済のグロ
ーバル化による新たな国内格差など、東アジア地域でも格差問題
が平和を脅かす大きな要因となっています。東日本大震災と福島
原発事故以後に明らかになったのも、日本の都市と地方の根源的
格差でした。格差問題は、国境を横断しながら重層的に展開し、
既存のコミュニティや政治社会の機能不全をもたらしています。
いわばこの「グローバル・アパルトヘイト」の現実に立ち向かう
ためには、政治経済分野にとどまらず、社会や文化研究など多分
野にわたるアプローチが必要です。本学提携大学を中心とした海
外の研究者を迎え、国際的な内海に開かれた新潟の地から、21世
紀東アジア〈共生〉の条件を探ります。

　このシンポジウムでは、経営革新を目指す当地新潟の中小企業
がナレッジマネンジメントをはじめとする経営手法をいかに導
入・実践すべきかを検討し、地域貢献に資することを目的として
います。外部から各界の著名な専門家４氏をお招きし、新潟の発
展のためにご講演をいただきます。
　10年におよぶデフレスパイラルがようやく抜け出そうとしてい
る我が国の経済状況下で、多くの企業が今こそ、情報を活用した
人間中心の経営を実践していただくために有益なシンポジウムに
したいと考えております。
　４氏の講演終了後、すべての講演者と本学情報システム学科小
林満男教授によるパネルディスカッションを実施いたします。講
演者のご講演を踏まえてさらに掘り下げた「情報と経営」につい
ての議論を展開したいと考えております。

司
会　

越
智 

敏
夫
（
新
潟
国
際
情
報
大
学 

教
授
）

電話、ＦＡＸ、メールにて、①氏名、②電話番号、
「国際と情報」（メールの場合はタイトルにしてください）
と明記のうえ、右記連絡先にお申し込みください。

　

各
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
中
の
、
新
潟
に
縁
の
あ
る
３

氏
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
こ
の
「
新
潟
と
国
際
と
情
報
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
森
羅
万
象
（
の
な
か
で

も
特
に
大
切
な
こ
と
）
に
つ
い
て
縦
横
無
尽
に
語
り
尽
く

し
ま
す
。
大
学
の
開
学
記
念
の
常
識
を
大
き
く
は
み
出
し

た
企
画
。
そ
の
現
場
に
ど
う
か
お
立
ち
合
い
く
だ
さ
い
。

◆
芸
術
家

　
　
会
田
　
誠 

氏

◆
文
芸
評
論
家

　
斎
藤 

美
奈
子 

氏

◆
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
作
家

　
　
森
　
達
也 

氏 参加無料
申込制

先着 300名

新潟と
国際と
情報に
ついて
11月2日㈯
14:30～16:30

コーネル大学ゴールドウィン•スミス記念基金教授。比較文学、アジア研究学、歴
史学部所属。1946年神奈川県生まれ。1971年東京大学文学部卒業。1979年
シカゴ大学人文科学部修士課程に入学。1983年同大学大学院博士号取得。シ
カゴ大学人文科学部助教授を経て現職。多言語シリーズ（スペイン語、中国語、
韓国語、日本語、英語で出版）『トレイシーズ』初代編集長。

境界＝海を越える〈共生〉の試み

13:00～13:10

時　間 講　演

13:10～14:00

14:10～14:40

14:40～15:10

15:10～15:40

15:50～16:30

開会のあいさつ
白井 健二 （新潟国際情報大学 教授）
知的機動力経営
　～Maneuvering Capability in Knowledge-based 
                                                       Management～野中 郁次郎 （一橋大学 名誉教授）
品質は工程で造りこむ
　～スタッフにおける「自工程完結」の推進～
鈴木 浩佳 （トヨタ自動車 TQM推進部 室長）
クリエイティブワークスタイル
　～知識創造活動～
潮田 邦夫 （NTT東日本 元取締役）
サービス・オートポイエーシス
　～組織を活かす新たなシステム論～
橋本 敬 （北陸先端科学技術大学院大学 教授）
パネルディスカッション
講演者 + 小林 満男 （新潟国際情報大学 教授）

基
調
講
演

グローバルな「格差」と「差別」の諸相と展望
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

報告① Ａ・シュヌルコ（極東連邦大学 教授）「ロシアの格差・人権問題」
報告② Ｇ・マコーマック（オーストラリア国立大学 教授）「東シナ海から見た東アジア転換期」
報告③ 髙橋正樹（新潟国際情報大学 教授）「東南アジア社会の格差問題と民主化への壁」
討論① 酒井直樹（コーネル大学 教授）
討論② 佐々木寛（新潟国際情報大学 教授）

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

10：50

～

12：00

13：00

～

15：30

15：45

～

18：15

報告① 唐利国（北京師範大学 副教授）「中国の格差問題を越える歴史的な知恵」
報告② 趙顯龍（慶熙大学校 教授）「疎通のための文化教育」
報告③ 神長英輔（新潟国際情報大学 准教授）「生活文化圏としての環日本海」
討論① 徐勝（立命館大学 特任教授）
討論② 越智敏夫（新潟国際情報大学 教授）

司会：區 建英（新潟国際情報大学 教授）

司会：小澤 治子（新潟国際情報大学 教授）

ANA
クラウンプラザ
ホテル新潟

申し込み方法

氏名、所属、電話番号を
FAX 025-239-3690へご送信
いただくか、http://goo.gl/7FJBn1
からご登録ください。

申し込み方法

2013年10月18日㈮まで申し込み締切

新潟国際情報大学 総務課
TEL 025-239-3111

問い合せ先

〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1
新潟国際情報大学　総務課　TEL 025-239-3111 
FAX 025-239-3690   E-mail somu@nuis.ac.jp

申し込み・問い合せ先

申し込み方法
〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1
新潟国際情報大学 総務課
TEL 025-239-3111
FAX 025-239-3690 
E-mail somu@nuis.ac.jp

電話、FAX、メールにて、
①氏名、②電話番号、
「21世紀東アジア」（メールの場合は
タイトルにしてください）と明記のうえ、
右記連絡先にお申し込みください。

申し込み・問い合せ先

参加無料
申込制
先着
100名

参加無料
申込制
先着
200名

１
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も

３つの公開シンポジウムを開催

カ
フ
ェ
風
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
学
生
食
堂
」

特
典

イ
ベ
ン
ト

紅翔祭（10/12）と同時開催ホームカミングにどうぞ！

1F

2F 完成予想図

完成予想図
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Q
．
活
動
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
毎
週
木
曜
日
の
午
後
6
時
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
B
O
X
を
設
置
し
、
分
別
を

推
進
す
る
活
動
や
海
岸
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
先
日
は
本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
チ
ョ
コ
ボ
と
合
同
で
、
キ

ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
が
使
用
し
て
い

た
ロ
ッ
カ
ー
の
清
掃
活
動
や
そ
こ
か
ら

回
収
し
た
教
科
書
を
無
料
で
配
布
す
る

教
科
書
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。

Q
．
ど
ん
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
か
。

―
本
学
の
大
学
祭

（
紅
翔
祭
）を
は
じ
め
、
他
大
学
と
合
同

で
の
海
岸
清
掃
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
内
で
環
境
活
動

清掃活動などで自身も成長清掃活動などで自身も成長

楽しく仲良く、ひたむきに楽しく仲良く、ひたむきに

環
境
研
究
部 N

U
IS
 E
co

環
境
研
究
部 N

U
IS
 E
co

Q
．
日
ご
ろ
の
練
習

は
。

―
週
に
4
回
、
火
、

木
、
土
、
日
曜
日
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
、ひ
た
む
き
に
頑
張
っ
て
い
て
、

と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
部
活
を
し
て
い

ま
す
。

Q
．
部
員
は
何
人
で
す
か
。

―
8
人
で
す
。
い
つ
で
も
入
部
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
!

Q
．
ど
ん
な
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す

か
。

―
基
本
は
新
潟
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
5
月
や
10
月

に
は
県
外
の
大
学
と
試
合
が
で
き
る
機

会
が
あ
り
、
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

を
行
っ
て
い
る
団
体
組
織
「
新
潟
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クN-econet

」に
所
属
し
、

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

月
に
一
度Skype

を
使
っ
た
各
団
体
の

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
会
や
イ
ベ
ン

ト
、
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
．
環
境
研
究
部
を
一
言
で
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

―
部
員
は
25
人
。
と
に
か
く
全
員
仲
が

良
い
で
す
！

Q
．
入
部
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

―
高
校
時
代
か
ら
環
境
系
の
部
活
動
に

所
属
し
て
い
た
の
で
以
前
か
ら
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。

Q
．
あ
な
た
に
と
っ
てNUIS Eco

と

は
？

―
学
内
・
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
関

わ
り
が
持
て
て
、
人
間
的
に
成
長
で
き

る
場
で
す
。

（
情
報
文
化
学
科
３
年
・
小
林
大
貴
）

Q A&&
サークル紹介サークル紹介

す
。

Q
．
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
一
言
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

―
「
輪
」
で
す
ね
。
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

は
1
人
で
は
で
き
な
い
の
で
、
友
人
が

で
き
た
り
、
他
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
仲
良
く
な
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
い
ま
す
。

Q
．
入
部
し
た
き
っ
か
け
は
。

―
高
校
時
代
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
に
練

習
し
て
い
た
の
で
す
が
、
プ
レ
ー
し
な

く
な
る
と
ど
う
し
て
も
寂
し
く
な
っ

て
、
大
学
で
も
ぜ
ひ
続
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

Q
．
あ
な
た
に
と
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
と
は
？

―
や
は
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
時
が
一
番
自
分
ら
し
い
と
い
い
ま

す
か
、
何
に
も
考
え
ず
に
ひ
た
す
ら
汗

を
か
い
て
メ
ン
バ
ー
と
走
っ
て
い
た
り

す
る
だ
け
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

普
段
何
げ
な
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
一
番
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
・
田
村
直
大
）

　

本
年
度
の
9
月
期
卒
業
式

が
9
月
19
日
、
本
校
大
会
議

室
で
行
わ
れ
、
4
人
（
情
報

文
化
学
科
1
人
、
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
3
人
）
が
希
望
に

胸
膨
ら
ま
せ
社
会
へ
巣
立
ち

ま
し
た
。

　

平
山
征
夫
学
長
は
学
位
記

を
授
与
し
た
後
、式
辞
で「
自

分
と
異
な
る
こ
と
や
世
の
中

の
矛
盾
に
対
し
て„
寛
容
“で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
信

念
を
持
ち
、
希
望
や
夢
に
恐

れ
ず
に
挑
戦
す
る„
勇
気
“を

持
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

式
典
会
場
に
は
、
関
根
秀

樹
理
事
長
を
は
じ
め
越
智
敏

夫
学
部
長
、佐
々
木
寛
、白
井

健
二
両
学
科
長
ら
関
係
教
職

員
が
出
席
し
、
温
か
い
拍
手

で
卒
業
生
の
前
途
を
激
励
、

祝
福
。
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
元
気
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

９月
卒 

業 

式

入
試
広
報
委
員
　
内
田
　
亨

湧 

源編集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

先
日
、
企
業
の
人
材
開
発
の
研
究

会
に
参
加
し
た
。
講
演
者
に
よ
る

と
、
「
優
れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
に
は

①
連
携
②
変
革
③
育
成
、
の
経
験
が

強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

連
携
と
は
部
門
を
超
え
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
社
外
と
の
折
衝
・
共
同
作

業
の
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
情
報
収
集
・

分
析
能
力
が
醸
成
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

変
革
と
は
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に

対
す
る
改
善
だ
け
で
な
く
、
社
内
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
チ

ー
ム
に
参
画
し
た
経
験
の
こ
と
で
、

実
行
力
が
備
わ
る
。

　

育
成
と
は
、
部
下
を
指
導
し
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
こ
と
で
、
部

下
お
よ
び
自
分
自
身
の
目
標
遂
行
能

力
が
身
に
つ
く
。

　

企
業
で
の
こ
う
し
た
能
力
は
、
大

学
生
活
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、連
携
で
は
、他
学
科
の

学
生
と
の
交
流
や
他
大
学
と
の
合
同

ゼ
ミ
発
表
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

変
革
で
は
、
大
学
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、
卒
業
研
究
で
好
奇

心
や
未
知
な
る
こ
と
へ
の
挑
戦
、
新

発
見
に
喜
び
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
該
当
す
る
。

　

育
成
で
は
、
部
活
・
サ
ー
ク
ル
・

ゼ
ミ
・
卒
業
研
究
で
、
先
輩
が
後
輩

を
教
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
学
生
活
と
は
、

企
業
で
求
め
ら
れ
る
経
験
・
能
力
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
学
生
諸
君
は
、
大
学
生
活
を
大

い
に
楽
し
み
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
結
果
的

に
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
役
立
つ
と

思
う
。

平成26年度 高校長推薦・帰国生・社会人入学試験日程
入 試 区 分 出願期間（消印有効） 試 験 日 試験実施教科・科目

推
薦
入
学
試
験

指定校制※1
高
校
長
推
薦

Ⅰ
期

公募制（教科成績重視型）

公募制（スポーツ推薦）

社 会 人 入 学 試 験

公募制（資格・検定重視型）

帰 国 生 入 学 試 験

25年11月  1日㈮

～

25年11月11日㈪

25年11月  1日㈮

～

25年11月11日㈪
面接・小論文

面接・小論文・競技実績

※1 本学が指定校と定めた高校長あてに推薦依頼を行います。 ◎詳細は本学学生募集要項でご確認ください。

Ⅱ
期

公募制（教科成績重視型）

公募制（資格・検定重視型）

25年12月  3日㈫

～

25年12月16日㈪

25年
11月17日㈰

25年
11月17日㈰

25年
12月21日㈯

面接・小論文

面接・小論文

受入企業・団体・官庁名

㈳新潟県経営者協会
㈱新潟総合テレビ（NST）
㈱ホテルオークラ新潟
ホテル朱鷺メッセ㈱（ホテル日航新潟）

アークベルグループ　
㈱エフエム西東京
㈱エフエムラジオ新潟
㈱新潟グランドホテル

新潟総合警備保障㈱
㈱第四銀行
㈱北越銀行
原信ナルスホールディングス㈱
新潟商工会議所
新潟県庁 （順不同）

私
は
高
級
ホ
テ
ル
の
接
客
レ
ベ

ル
の
高
さ
は
、
「
お
客
さ
ま
を

大
事
に
」
と
い
う
意
識
の
高
さ

か
ら
く
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

に
あ
ら
た
め
て
気
付
き
ま
し

た
。
私
も
「
お
客
さ
ま
を
第
一

に
」
と
い
う
意
識
を
高
く
持
つ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

収
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
社
員
の
方
一
人
ひ
と

り
の
教
え
の
言
葉
の
中
に
共
通

点
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
「
お
客
さ
ま
が
…
」
「
お

客
さ
ま
に
…
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
お
客
さ
ま
を
第
一
に
考

え
、
そ
の
た
め
に
は
絶
対
に
手

を
抜
か
な
い
、
と
い
う
高
い
意

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
あ
る
社
員
の
方
は

「
フ
ロ
ン
ト
は
お
客
さ
ま
が
最

初
に
目
に
入
る
場
所
。
お
客
さ

ま
に
好
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
常
に
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
に
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
が
大
事
。
そ
れ
が
基
本
で

す
」
。
ま
た
「
私
た
ち
は
お
客

　

約
２
週
間
、
サ
ー
ビ
ス
業
界

を
目
指
す
上
で
と
て
も
大
事
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
3
種
類
の

仕
事
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
ず
レ
ス
ト
ラ
ン
実
習

で
す
。
主
に
食
器
の
補
充
、
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、
テ
ー
ブ
ル
バ

ッ
シ
ン
グ
、
店
内
の
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。
次
に
フ
ロ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
。
フ
ロ
ン
ト
へ
の
案

内
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

の
手
伝
い
、
荷
物
運

び
な
ど
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
客
室
実

習
。
オ
ー
ク
ラ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
歴
史
の

勉
強
、
ベ
ッ
ト
メ
イ

キ
ン
グ
、
客
室
内
の

落
し
物
、
新
聞
の
回

さ
ま
に
、
さ
す
が
！
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
知
識
と
さ
ら
な
る
工
夫

が
必
要
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
客
室
担
当
の
社

員
の
方
は
「
お
客
さ
ま
が
部
屋

に
入
っ
て
き
て
ベ
ッ
ド
を
見
た

時
、
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
、

し
わ
は
絶
対
に
残
さ
な
い
こ

と
。
枕
カ
バ
ー
は
、
お
客
さ
ま

の
目
線
に
合
わ
せ
て
し
っ
か
り

角
を
た
て
て
お
く
…
」
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
私
は
社
員
の
方
々
か
ら
貴

重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
を
聞
い
て
、

お
客
さ
ま
第
一の
意
識
を
学
ぶ

情
報
文
化
学
科
３
年　

今
城 

貴
大

㈱BSNアイネット
㈱グローバルネットコア
㈱新潟県農協電算センター
㈱新潟日報社
㈱博進堂
㈱東映ホテルチェーン新潟東映ホテル

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟

インターンシップ

す
る
機
会
の
な
か
っ
た
職
員
の

方
と
も
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
公
務
員
試

験
や
学
生
時
代
の
話
、
私
の
質

問
を
真
摯
に
受
け
と
め
返
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た

ひ
と
時
で
し
た
。

　

今
回
の
実
習
は
社
会
の
現
場

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

ら
の
就
職
活
動
に
必
ず
役
に
立

つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
行
事
に
つ
い
て
の
業

務
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
も
局
内
の
職
員
の
健

康
診
断
や
禁
煙
に
つ
い
て
の
講

演
会
な
ど
の
事
務
的
な
仕
事
も

行
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
も
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

緊
張
も
解
け
次
第
に
業
務
を
手

伝
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
他
に

も
地
域
整
備
部
、
農
業
振
興

部
、
健
康
福
祉
部
の
業
務
も
体

験
し
ま
し
た
。
地
域
整
備
部
で

は
鯖
石
川
ダ
ム
の
内
部
、
建
設

中
の
鵜
川
ダ
ム
の
現
場
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

　

８
月
19
日
か
ら
10
日
間
、
柏

崎
地
域
振
興
局
の
企
画
振
興
部

に
実
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
県
庁
を
実
習
先
と
し
て
選

ん
だ
理
由
は
、
「
就
職
で
安
定

し
て
い
る
」
と
い
つ
も
勧
め
ら

れ
る
公
務
員
と
い
う
職
業
は
実

際
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
毎
日

こ
な
し
て
い
る
の
か
知
り
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。

　

学
外
実
習
の
期
間
中
10
月
下

旬
に
行
わ
れ
る
「
か

し
か
り
虹
ま
つ
り
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
補
助
、
県
民
だ

よ
り
の
地
域
ご
と
に

違
う
紙
面
の
テ
ー

マ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
を
一
緒
に
考
え
ま

し
た
。
企
画
振
興
部

と
い
う
だ
け
あ
っ
て

た
、
柏
崎
市
の
え
ん
ま
通
り
を

よ
り
住
み
や
す
い
も
の
に
と
計

画
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

農
業
振
興
部
で
は
地
域
の
小

学
生
と
一
緒
に
ダ
ム
や
排
水
機

場
な
ど
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
で
は
毎
年
開
か

れ
て
い
る「
中
学
生
わ
た
し
の

主
張
大
会
」
の
会
場
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
賞
状
の
伝
達
や
参
加
者

な
ど
の
誘
導
を
し
ま
し
た
。
み

ん
な
中
学
生
ら
し
い
主
張
を
述

べ
て
い
て
、
聞
き
な
が
ら
涙
が

浮
か
ぶ
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

送
別
会
も
開
い
て
い
た
だ

き
、
業
務
中
は
あ
ま
り
お
話
し

公
務
員
の
業
務
が
知
り
た
く
て

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年　

木
下
　 

和

県
柏
崎
地
域
振
興
局

学外実習

就 職 活 動 に 向 け 確 か な 手 応え

情報文化学部
情報システム学科

（2014年4月新設）

募集学部

2学部2学科
国際学部

国際文化学科

入学時の奨学金
高校長推薦（指定・公募）
入学試験合格者

合格後に希望者に対し
2月2日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に
年間授業料の半額を給付します。

◎入試と奨学金の
　詳細については入試・広報課まで
　お問い合わせください。
TEL  025-239-3111
FAX 025-239-3690
E-mail
nyushikouho@nuis.ac.jp
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Q
．
活
動
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
毎
週
木
曜
日
の
午
後
6
時
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
B
O
X
を
設
置
し
、
分
別
を

推
進
す
る
活
動
や
海
岸
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
先
日
は
本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
チ
ョ
コ
ボ
と
合
同
で
、
キ

ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
が
使
用
し
て
い

た
ロ
ッ
カ
ー
の
清
掃
活
動
や
そ
こ
か
ら

回
収
し
た
教
科
書
を
無
料
で
配
布
す
る

教
科
書
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。

Q
．
ど
ん
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
か
。

―
本
学
の
大
学
祭

（
紅
翔
祭
）を
は
じ
め
、
他
大
学
と
合
同

で
の
海
岸
清
掃
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
内
で
環
境
活
動

清掃活動などで自身も成長清掃活動などで自身も成長

楽しく仲良く、ひたむきに楽しく仲良く、ひたむきに

環
境
研
究
部 N

U
IS
 E
co

環
境
研
究
部 N

U
IS
 E
co

Q
．
日
ご
ろ
の
練
習

は
。

―
週
に
4
回
、
火
、

木
、
土
、
日
曜
日
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
、ひ
た
む
き
に
頑
張
っ
て
い
て
、

と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
部
活
を
し
て
い

ま
す
。

Q
．
部
員
は
何
人
で
す
か
。

―
8
人
で
す
。
い
つ
で
も
入
部
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
!

Q
．
ど
ん
な
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す

か
。

―
基
本
は
新
潟
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
5
月
や
10
月

に
は
県
外
の
大
学
と
試
合
が
で
き
る
機

会
が
あ
り
、
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

を
行
っ
て
い
る
団
体
組
織
「
新
潟
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クN-econet

」に
所
属
し
、

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

月
に
一
度Skype

を
使
っ
た
各
団
体
の

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
会
や
イ
ベ
ン

ト
、
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
．
環
境
研
究
部
を
一
言
で
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

―
部
員
は
25
人
。
と
に
か
く
全
員
仲
が

良
い
で
す
！

Q
．
入
部
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

―
高
校
時
代
か
ら
環
境
系
の
部
活
動
に

所
属
し
て
い
た
の
で
以
前
か
ら
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。

Q
．
あ
な
た
に
と
っ
てNUIS Eco

と

は
？

―
学
内
・
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
関

わ
り
が
持
て
て
、
人
間
的
に
成
長
で
き

る
場
で
す
。

（
情
報
文
化
学
科
３
年
・
小
林
大
貴
）

Q A&&
サークル紹介サークル紹介

す
。

Q
．
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
一
言
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

―
「
輪
」
で
す
ね
。
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

は
1
人
で
は
で
き
な
い
の
で
、
友
人
が

で
き
た
り
、
他
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
仲
良
く
な
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
い
ま
す
。

Q
．
入
部
し
た
き
っ
か
け
は
。

―
高
校
時
代
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
に
練

習
し
て
い
た
の
で
す
が
、
プ
レ
ー
し
な

く
な
る
と
ど
う
し
て
も
寂
し
く
な
っ

て
、
大
学
で
も
ぜ
ひ
続
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

Q
．
あ
な
た
に
と
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
と
は
？

―
や
は
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
時
が
一
番
自
分
ら
し
い
と
い
い
ま

す
か
、
何
に
も
考
え
ず
に
ひ
た
す
ら
汗

を
か
い
て
メ
ン
バ
ー
と
走
っ
て
い
た
り

す
る
だ
け
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

普
段
何
げ
な
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
一
番
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
・
田
村
直
大
）

　

本
年
度
の
9
月
期
卒
業
式

が
9
月
19
日
、
本
校
大
会
議

室
で
行
わ
れ
、
4
人
（
情
報

文
化
学
科
1
人
、
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
3
人
）
が
希
望
に

胸
膨
ら
ま
せ
社
会
へ
巣
立
ち

ま
し
た
。

　

平
山
征
夫
学
長
は
学
位
記

を
授
与
し
た
後
、式
辞
で「
自

分
と
異
な
る
こ
と
や
世
の
中

の
矛
盾
に
対
し
て„
寛
容
“で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
信

念
を
持
ち
、
希
望
や
夢
に
恐

れ
ず
に
挑
戦
す
る„
勇
気
“を

持
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

式
典
会
場
に
は
、
関
根
秀

樹
理
事
長
を
は
じ
め
越
智
敏

夫
学
部
長
、佐
々
木
寛
、白
井

健
二
両
学
科
長
ら
関
係
教
職

員
が
出
席
し
、
温
か
い
拍
手

で
卒
業
生
の
前
途
を
激
励
、

祝
福
。
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
元
気
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

９月
卒 

業 

式

入
試
広
報
委
員
　
内
田
　
亨

湧 

源編集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

先
日
、
企
業
の
人
材
開
発
の
研
究

会
に
参
加
し
た
。
講
演
者
に
よ
る

と
、
「
優
れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
に
は

①
連
携
②
変
革
③
育
成
、
の
経
験
が

強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

連
携
と
は
部
門
を
超
え
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
社
外
と
の
折
衝
・
共
同
作

業
の
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
情
報
収
集
・

分
析
能
力
が
醸
成
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

変
革
と
は
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に

対
す
る
改
善
だ
け
で
な
く
、
社
内
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
チ

ー
ム
に
参
画
し
た
経
験
の
こ
と
で
、

実
行
力
が
備
わ
る
。

　

育
成
と
は
、
部
下
を
指
導
し
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
こ
と
で
、
部

下
お
よ
び
自
分
自
身
の
目
標
遂
行
能

力
が
身
に
つ
く
。

　

企
業
で
の
こ
う
し
た
能
力
は
、
大

学
生
活
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、連
携
で
は
、他
学
科
の

学
生
と
の
交
流
や
他
大
学
と
の
合
同

ゼ
ミ
発
表
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

変
革
で
は
、
大
学
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、
卒
業
研
究
で
好
奇

心
や
未
知
な
る
こ
と
へ
の
挑
戦
、
新

発
見
に
喜
び
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
該
当
す
る
。

　

育
成
で
は
、
部
活
・
サ
ー
ク
ル
・

ゼ
ミ
・
卒
業
研
究
で
、
先
輩
が
後
輩

を
教
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
学
生
活
と
は
、

企
業
で
求
め
ら
れ
る
経
験
・
能
力
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
学
生
諸
君
は
、
大
学
生
活
を
大

い
に
楽
し
み
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
結
果
的

に
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
役
立
つ
と

思
う
。

平成26年度 高校長推薦・帰国生・社会人入学試験日程
入 試 区 分 出願期間（消印有効） 試 験 日 試験実施教科・科目

推
薦
入
学
試
験

指定校制※1
高
校
長
推
薦

Ⅰ
期

公募制（教科成績重視型）

公募制（スポーツ推薦）

社 会 人 入 学 試 験

公募制（資格・検定重視型）

帰 国 生 入 学 試 験

25年11月  1日㈮

～

25年11月11日㈪

25年11月  1日㈮

～

25年11月11日㈪
面接・小論文

面接・小論文・競技実績

※1 本学が指定校と定めた高校長あてに推薦依頼を行います。 ◎詳細は本学学生募集要項でご確認ください。

Ⅱ
期

公募制（教科成績重視型）

公募制（資格・検定重視型）

25年12月  3日㈫

～

25年12月16日㈪

25年
11月17日㈰

25年
11月17日㈰

25年
12月21日㈯

面接・小論文

面接・小論文

受入企業・団体・官庁名

㈳新潟県経営者協会
㈱新潟総合テレビ（NST）
㈱ホテルオークラ新潟
ホテル朱鷺メッセ㈱（ホテル日航新潟）

アークベルグループ　
㈱エフエム西東京
㈱エフエムラジオ新潟
㈱新潟グランドホテル

新潟総合警備保障㈱
㈱第四銀行
㈱北越銀行
原信ナルスホールディングス㈱
新潟商工会議所
新潟県庁 （順不同）

私
は
高
級
ホ
テ
ル
の
接
客
レ
ベ

ル
の
高
さ
は
、
「
お
客
さ
ま
を

大
事
に
」
と
い
う
意
識
の
高
さ

か
ら
く
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

に
あ
ら
た
め
て
気
付
き
ま
し

た
。
私
も
「
お
客
さ
ま
を
第
一

に
」
と
い
う
意
識
を
高
く
持
つ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

収
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
社
員
の
方
一
人
ひ
と

り
の
教
え
の
言
葉
の
中
に
共
通

点
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
「
お
客
さ
ま
が
…
」
「
お

客
さ
ま
に
…
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
お
客
さ
ま
を
第
一
に
考

え
、
そ
の
た
め
に
は
絶
対
に
手

を
抜
か
な
い
、
と
い
う
高
い
意

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
あ
る
社
員
の
方
は

「
フ
ロ
ン
ト
は
お
客
さ
ま
が
最

初
に
目
に
入
る
場
所
。
お
客
さ

ま
に
好
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
常
に
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
に
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
が
大
事
。
そ
れ
が
基
本
で

す
」
。
ま
た
「
私
た
ち
は
お
客

　

約
２
週
間
、
サ
ー
ビ
ス
業
界

を
目
指
す
上
で
と
て
も
大
事
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
3
種
類
の

仕
事
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
ず
レ
ス
ト
ラ
ン
実
習

で
す
。
主
に
食
器
の
補
充
、
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、
テ
ー
ブ
ル
バ

ッ
シ
ン
グ
、
店
内
の
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。
次
に
フ
ロ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
。
フ
ロ
ン
ト
へ
の
案

内
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

の
手
伝
い
、
荷
物
運

び
な
ど
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
客
室
実

習
。
オ
ー
ク
ラ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
歴
史
の

勉
強
、
ベ
ッ
ト
メ
イ

キ
ン
グ
、
客
室
内
の

落
し
物
、
新
聞
の
回

さ
ま
に
、
さ
す
が
！
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
知
識
と
さ
ら
な
る
工
夫

が
必
要
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
客
室
担
当
の
社

員
の
方
は
「
お
客
さ
ま
が
部
屋

に
入
っ
て
き
て
ベ
ッ
ド
を
見
た

時
、
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
、

し
わ
は
絶
対
に
残
さ
な
い
こ

と
。
枕
カ
バ
ー
は
、
お
客
さ
ま

の
目
線
に
合
わ
せ
て
し
っ
か
り

角
を
た
て
て
お
く
…
」
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
私
は
社
員
の
方
々
か
ら
貴

重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
を
聞
い
て
、

お
客
さ
ま
第
一の
意
識
を
学
ぶ

情
報
文
化
学
科
３
年　

今
城 

貴
大

㈱BSNアイネット
㈱グローバルネットコア
㈱新潟県農協電算センター
㈱新潟日報社
㈱博進堂
㈱東映ホテルチェーン新潟東映ホテル

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟

インターンシップ

す
る
機
会
の
な
か
っ
た
職
員
の

方
と
も
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
公
務
員
試

験
や
学
生
時
代
の
話
、
私
の
質

問
を
真
摯
に
受
け
と
め
返
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た

ひ
と
時
で
し
た
。

　

今
回
の
実
習
は
社
会
の
現
場

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

ら
の
就
職
活
動
に
必
ず
役
に
立

つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
行
事
に
つ
い
て
の
業

務
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
も
局
内
の
職
員
の
健

康
診
断
や
禁
煙
に
つ
い
て
の
講

演
会
な
ど
の
事
務
的
な
仕
事
も

行
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
も
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

緊
張
も
解
け
次
第
に
業
務
を
手

伝
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
他
に

も
地
域
整
備
部
、
農
業
振
興

部
、
健
康
福
祉
部
の
業
務
も
体

験
し
ま
し
た
。
地
域
整
備
部
で

は
鯖
石
川
ダ
ム
の
内
部
、
建
設

中
の
鵜
川
ダ
ム
の
現
場
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

　

８
月
19
日
か
ら
10
日
間
、
柏

崎
地
域
振
興
局
の
企
画
振
興
部

に
実
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
県
庁
を
実
習
先
と
し
て
選

ん
だ
理
由
は
、
「
就
職
で
安
定

し
て
い
る
」
と
い
つ
も
勧
め
ら

れ
る
公
務
員
と
い
う
職
業
は
実

際
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
毎
日

こ
な
し
て
い
る
の
か
知
り
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。

　

学
外
実
習
の
期
間
中
10
月
下

旬
に
行
わ
れ
る
「
か

し
か
り
虹
ま
つ
り
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
補
助
、
県
民
だ

よ
り
の
地
域
ご
と
に

違
う
紙
面
の
テ
ー

マ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
を
一
緒
に
考
え
ま

し
た
。
企
画
振
興
部

と
い
う
だ
け
あ
っ
て

た
、
柏
崎
市
の
え
ん
ま
通
り
を

よ
り
住
み
や
す
い
も
の
に
と
計

画
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

農
業
振
興
部
で
は
地
域
の
小

学
生
と
一
緒
に
ダ
ム
や
排
水
機

場
な
ど
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
で
は
毎
年
開
か

れ
て
い
る「
中
学
生
わ
た
し
の

主
張
大
会
」
の
会
場
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
賞
状
の
伝
達
や
参
加
者

な
ど
の
誘
導
を
し
ま
し
た
。
み

ん
な
中
学
生
ら
し
い
主
張
を
述

べ
て
い
て
、
聞
き
な
が
ら
涙
が

浮
か
ぶ
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

送
別
会
も
開
い
て
い
た
だ

き
、
業
務
中
は
あ
ま
り
お
話
し

公
務
員
の
業
務
が
知
り
た
く
て

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年　

木
下
　 

和

県
柏
崎
地
域
振
興
局

学外実習

就 職 活 動 に 向 け 確 か な 手 応え

情報文化学部
情報システム学科

（2014年4月新設）

募集学部

2学部2学科
国際学部

国際文化学科

入学時の奨学金
高校長推薦（指定・公募）
入学試験合格者

合格後に希望者に対し
2月2日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に
年間授業料の半額を給付します。

◎入試と奨学金の
　詳細については入試・広報課まで
　お問い合わせください。
TEL  025-239-3111
FAX 025-239-3690
E-mail
nyushikouho@nuis.ac.jp
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 １）研究論文・図書
安藤　潤（情報文化学科・准教授）
・（2013年）"Changes in Dual-Earner Couples' Housework Behavior," The Japanese Economy 

39(4)（3-41頁）
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年）”A ground-like surface facilitates visual search in chimpanzees (Pan troglodytes)”, 

Scientific Reports 3, 2343
内田　亨（情報システム学科・教授）
・（2013年）「株式公開を意識したベンチャー企業のための不祥事防止策に関する一考察―ガバ

ナンス・モデルを目指して―」『新潟国際情報大学研究紀要』
神長　英輔（情報文化学科・准教授）
・（2012年）Каминага Эйсукэ. Сахалинская морская капуста и купец Я. Л., Семёнов: Из истории 

международной торговли морской капустой в северо-восточной Азии (конец XIX - середина XX в.) 
Под сост. А. С. Ломов, Правительство Сахалинская области, Сахалинский государственный 
университет. Сахалинская область: история, современность, перспективы. Материалы 
международной научно-практической конференции (17-18 октября 2012 г., г. Южно-Сахалинск). 
Южно-Сахалинск. (42-45, 292-295: 300)

白井　健二（情報システム学科・教授）
・（2013年）” Consideration of phase transition mechanisms during production in manufacturing 

processes”, International Journal of Innovative Computing, Information and Control 9(9) 
（3611-3626頁）

高橋　正平（情報システム学科・特任教授）
・（2013年）「コーネリゥス・バージェスの火薬陰謀事件説教について―バージェスはアンドル

ーズ、プリドー、マーシャルからどのような影響を受けたか―」『試論』第48集（1-24頁）
髙橋　正樹（情報文化学科・教授）
・（2013年）「第23章：大タイ主義とアジア主義の交差―タイ失地回復運動と日本の南進政策

―」松浦正孝編『アジア主義は何を語るのか』ミネルヴァ書房（536-560頁）
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年）”Environmental Analyses of Waste Cooking Oil Recycling and Complete Use 

Practices in Bogor, Indonesia”, a technical paper at 2013 International Conference on 
Technology, Informatics, Management, Engineering & Environment (TIME-E 2013)（28-31頁）

 ２）学会・研究会・講演等
安藤　潤（情報文化学科・准教授）
・（2013年9月7日）「子供を持つ既婚女性の労働供給と育児支援策：JPSC2009を用いた実証分

析」早稲田大学大学院経済学研究科諏訪研究室経済政策研究会（早稲田大学）
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年6月9日）「チンパンジーからヒトの心を探る」日本心理学会公開シンポジウム（新潟

大学）
臼井　陽一郎（情報文化学科・教授）
・（2013年5月24日）「環境のＥＵ、規範の政治」東京大学社会科学研究所ヨーロッパ研究会（東

京大学）
内田　亨（情報システム学科・教授）

教員の活動（本人申告による）
する国際比較研究」研究代表者
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2012年から継続）科学研究費助成事業基盤研究B＜海外＞「ペルー共和国マチュピチュ遺跡建

造物遺構の保存修復に関する調査研究」研究分担者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年8月2日）「人間とチンパンジーに共通の空間認知能力を発見」『朝日新聞』、『京都

新聞』、『産経新聞』、『中日新聞』、『日本経済新聞』、『毎日新聞』各夕刊に掲載
越智　敏夫（情報文化学科・教授）
・（2013年6月22日）UX新潟テレビ21「月イチにいがた：ネット選挙で若者は政治に振り向く

か」出演
小林　満男（情報システム学科・教授）
・（2013年6月10日）「新潟市CIO補佐業務委託業者選定に関わる意見書」提出（新潟市）
佐々木　寛（情報文化学科・教授）
・（2013年7月21日）BSNラジオ「ゲキトツ2013」2013年参議院総選挙解説
藤瀬　武彦（情報システム学科・教授）
・（2013年9月8日）日本学生陸上競技連合栄章功労賞受賞
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年7月18日）日本・インドネシア共同プロジェクト「低炭素社会のためのデータ駆動型社

会システムの開発」の報道『Suara Pembaruan』紙（インドネシア全国紙）

・（2013年4月27日）「ぶり養殖における顧客価値創造プロセスとコアコンピタンス」日本経営品
質学会2013年度春季研究発表大会（東京経済大学）
越智　敏夫（情報文化学科・教授）
・（2013年9月7日）"Another Coast for the USA: Civic-mindedness in Postwar Japan and 

American Democracy", International American Studies Association (IASA) Sixth World 
Congress（Szczecin, Poland）

神長　英輔（情報文化学科・准教授）
・（2013年8月10日）討論者「1913-2013 for Eurasia: A Great Experiment or a Lost Century?」

Fifth East Asian Conference on Slavic-Eurasian Studies（Osaka University）
小林　満男（情報システム学科・教授）
・（2013年6月30日）「インタララクテイブ性を重視した大学１年生向け情報システムの教育実

践」経営情報学会2013年度春季全国研究発表大会（慶応大学）
佐々木　寛（情報文化学科・教授）
・（2013年8月20日）「民主主義による平和」政治概念の歴史的展開研究会（京都パルスプラザ）
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年6月23日）“Environmental Credit Social System for Good Practices”, Plenary paper at 

2013 International Conference on Technology, Informatics, Management, Engineering & 
Environment (TIME-E 2013) （Bandung, Indonesia）（1-4頁）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（情報システム学科・教授）
・（2013年4月～）科学研究費助成事業基盤研究B（一般）「水産養殖事業のビジネスモデルに関

　

ま
た
本
調
査
を
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
発
展
す
る
よ
う
連
絡

調
整
中
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ボ
ゴ
ー
ル
市
で

は
家
庭
や
食
品
産
業
か
ら
出
る
食
廃

油
を
回
収
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
を
製
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

2
0
0
8
年
か
ら
続
け
ら
れ
て

お
り
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
は
市
内
バ
ス
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
は
食
廃
油

を
路
上
外
食
露
店
で
再
利
用
す

る
健
康
被
害
を
懸
念
し
て
始
ま

っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
温
暖

化
ガ
ス
排
出
削
減
効
果
を
数
値

と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
成
果
を
利
用
し
、
モ
バ

イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
デ

ィ
ア
を
介
し
、
個
々
の
市
民
の

食
用
油
使
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

基
づ
い
た
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削

減
量
を
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
す

れ
ば
、
デ
ー
タ
が
社
会
を
変
え

る
「
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
シ
ス

テ
ム
」
が
構
築
さ
れ
、
地
域
全

体
が
低
炭
素
社
会
へ
と
変
わ
っ

て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
シ

ス
テ
ム
研
究
機
構
」
と
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
技
術
評
価
応
用
庁
」
の
共

同
研
究
で
、
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
、
合
意
書
作
成
、
温
暖
化

ガ
ス
排
出
評
価
、
現
地
大
学
と
の
共

同
研
究
樹
立
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
「
研
究
テ
ー
マ
」
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。

日
ご
ろ
関
わ
っ
て
い
る
「
世
界
遺
産

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
保
存
修
復
」
（
保
存

科
学
）
と
「
環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
」

（
人
間
情
報
科
学
）
の
専
門
が
異
な

る
二
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
事

業
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
管
理
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

の
歴
史
保
護
区
」
で
も
特
に
重

要
な「
太
陽
の
神
殿
」の
大
塔
内

部
に
あ
り
、
そ
の
重
要
性
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
「
儀

式
の
岩
」
修
復
調
査
を
中
心
と

し
た「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
」

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
役
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
と
は
あ
ま
り
聞
か

な
い
役
柄
で
す
が
、
日
本
で
い

え
ば
国
宝
級
の
物
を
取
り
扱
う

調
査
作
業
の
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
、

ペ
ル
ー
文
化
省
ク
ス
コ
支
局
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
考
古
国
立
公
園
管

理
課
の
許
可
を
取
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
連
絡
調
整
お
よ
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日
々
の
進
捗
管

理
が
仕
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
修
復
を
行

う
に
は
、
日
本
調
査
隊
と
文
化

省
ク
ス
コ
支
局
が
M
O
U
（
覚

書
）を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
年
8
月
の
16
日
間
ペ
ル
ー
国
滞
在

中
に
、
3
年
が
か
り
の
懸
案
だ
っ
た

調
印
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
今
後
私

の
専
門
で
あ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡

の
成
立
要
因
に
関
す
る
地
理
調
査
お

よ
び
空
間
情
報
解
析
を
行
う
予
定
で

す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ

世界遺産マチュピチュ保存修復とプロジェクトマネジメント

公開シンポジウム

情報システム学科・教授　藤田 晴啓

た
若
手
技
術
者
３
人
か

ら
、
担
当
業
務
の
紹
介
や

技
術
士
試
験
の
合
格
体
験

発
表
が
あ
り
、
ま
た
本
学

の
槻
木
公
一
教
授
か
ら
社

会
人
技
術
者
が
身
に
付
け

て
お
き
た
い
こ
と
と
題

し
、
自
ら
の
体
験
を
ふ
ま

え
た
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
京
会
場
で
は
、
新
規

事
業
を
開
始
す
る
際
の
事

業
の
定
義
の
仕
方
に
つ
い

て
、
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
演
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
チ
ー
ム
と
も
活
発

に
議
論
を
す
す
め
短
時
間

で
課
題
を
ま
と
め
あ
げ
、

日
ご
ろ
の
職
場
で
の
活
躍

状
況
が
し
の
ば
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
案
内
が
十
分
に

行
き
渡
ら
ず
、
両
会
場
と

も
参
加
者
は
10
人
程
度
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
好
評
で
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
在
学
中
に
行
っ
て

い
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
連
携
し
つ
つ
、
勉

強
会
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
継
続
開
催
に
向
け
検

討
し
て
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
本
学
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
実
施
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
技
術
士
会
北
陸
本
部

お
よ
び
情
報
工
学
部
会
に

深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
今
年
５
月
に
継
続
認

証
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
新
た
な
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
（
修
習
技
術
者

と
呼
ば
れ
る
）
し
た
同
窓

生
を
主
に
対
象
と
し
た
修

習
技
術
者
勉
強
会
を
６
月

８
日
に
新
潟
（
新
潟
中
央

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、
ま
た

７
月
６
日
に
は
東
京
（
日

本
技
術
士
会
第
二
葺
出
ビ

ル
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
技
術
士
会
（
新
潟

は
同
北
陸
本
部
、
首
都
圏

は
同
情
報
工
学
部
会
）
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
修

習
技
術
者
制
度
や
社
会
人

と
し
て
の
勉
強
方
法
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
潟
会
場
で
は
、
昨
年

技
術
士
試
験
に
合
格
さ
れ

　

今
夏
も
地

域
の
イ
ベ
ン

ト
、
8
月
24

日
に
行
わ
れ

た
佐
潟
祭

（
主
催
：
佐

潟
観
光
協
会

・
佐
潟
祭
実

行
委
員
会
）

に
本
学
学
生

が
屋
台
を
出

店
す
る
な
ど
し
て
参
加
、
無
農
薬

で
栽
培
さ
れ
た
地
元
の
食
材
を
使

用
し
工
夫
し
た
料
理
を
提
供
す
る

な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

佐
潟
祭
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
「
佐
潟
」
周
辺
の
地
域

に
よ
る
夏
祭
り
。
本
学
学
生
は
、

祭
り
の
準
備
段
階
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
同
好
会
のKnock 

Out`s

は
、
毎
年
恒
例
の
自
家
製
の
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
丼
に
加
え
、
冷
や
し
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
宮
山

研
究
室
は
、
西
区
・
西
蒲
区
の
伝
統
料

理
、
剣
先
焼
き
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
学
出
身
の
ダ
ン

サ
ー
を
含
め
た
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
も
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

終
盤
の
花
火
大
会
で
は
、
本
学
の
20

周
年
を
祝
う
花
火
も
夜
空
を
彩
り
、
夏

の
終
わ
り
を
飾
り
ま
し
た
。

JABEE修了同窓生らを対象に相次ぎ勉強会JABEE修了同窓生らを対象に相次ぎ勉強会

「佐潟祭」に屋台 今年も大好評

新潟・東京

プログラム継続認証され、新たなステップ
手
製
薬
会
社
と
の
化
粧
ク
リ
ー

ム
の
開
発
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

経
営
組
織
論
・
情
報
論
の
分

野
に
お
い
て
は
、
論
理
実
証
主

義
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
ベ

ー
ス
と
す
る
ア
メ
リ
カ
発
の
論

文
や
著
書
が
溢
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
ポ

ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
社
会
構
成

主
義
な
ど
を
背
景
に
持
つ
多
様

　

経
営
情
報
学
会
の
組
織
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
研
究
部
会
（
主
査
：

高
橋
正
泰
・
明
治
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
科
長
）
の
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
経
営
組
織
論

・
情
報
論
の
批
判
的
考
察
」
が

9
月
14
日
、
新
潟
中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

学
会
は
、
経
営
情
報
に
係
る
諸

問
題
の
研
究
お
よ
び
応
用
を
促

進
し
、
経
営
情
報
学
の
確
立
、

産
業
の
進
歩
発

展
に
寄
与
す
る

こ
と
等
を
目
的

と
し
、
大
学
教

員
や
産
業
界
で
活
躍
す
る
実
務

家
な
ど
１
千
人
を
超
え
る
会
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
博
士

課
程
の
院
生
2
人
に
よ
る
院
生

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
本

学
平
山
征
夫
学
長
の
特
別
講

演
、
そ
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
た
3
件
の
一
般
報

告
が
あ
り
、
最
後
に
発
表
者
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
ら
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
40
人
が
参
加
さ

れ
、
う
ち
半
数
が
県
外
か
ら
の

参
加
者
で
し
た
。
1
時
に
開
始

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
あ
っ
と

い
う
間
に
予
定
の
6
時
半
を
迎

え
、
さ
ら
な
る
議
論
は
懇
親
会

会
場
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
午
前
中
は
リ
サ
ー
チ

ト
リ
ッ
プ
と
し
て
、
今
代
司
酒

造
の
酒
蔵
を
有
志
で
訪
問
し
ま

し
た
。
試
飲
の
ほ
ろ
酔
い（
？
）

の
中
、
古
町
糀
製
造
所
の
葉
葺

正
幸
店
主
か
ら
、
東
京
銀
座
で

「
銀
座
十
石
」
と
い
う
お
に
ぎ

り
店
を
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
た

こ
と
や
、
そ
の
後
地
元
で
糀
を

使
っ
た
食
品
の
開
発
、
ま
た
大

な
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
研
究
部
会
で
は
、
企
業
経

営
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

利
活
用
に
お
い
て
、
組
織
の
内

外
で
行
わ
れ
る
対
話
や
文
脈
な

ど
、
あ
る
い
は
物
語
と
い
っ
た

面
か
ら
の
組
織
研
究
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、„
言
語
“に
着
目

し
た
組
織
研
究
の
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ま
と
め
た
研
究
者
向

け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
翻
訳
（
邦

訳
：
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

組
織
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
研
究
：
高
橋
正
泰

・
清
宮
徹
監
訳
）
す
る
な
ど
、

海
外
の
研
究
者
と
も
積
極
的
に

交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
進
的
か
つ
多
様
な
研
究
者

・
実
務
家
た
ち
と
の
交
流
、
研

究
活
動
を
通
し
て
、
本
学
の
経

営
情
報
学
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学

の
い
っ
そ
う
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・

教
授
　
小
林
満
男
）

経営情報学会 組織ディスコース研究部会

「
経
営
組
織
論・情
報
論
の
批
判
的
考
察
」

産
業
の
進
歩
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で

　
　
　
先
進
的
な
研
究
者
・
実
務
家
と
交
流

本学20周年祝う花火も打ち上げ

９/14 新潟中央キャンパス

プログラム
開催にあたって
開会の挨拶
　高橋 正泰（明治大学大学院経営学研究科長）
開催校挨拶
　白井 健二（新潟国際情報大学 情報システム学科長）

閉会の辞・挨拶
　小林 満男（新潟国際情報大学）

第１部　院生セッション
第1報告
「リーダーシップと環境
　～アクター・ネットワーク理論の可能性」
　報告者：伊藤 真一（明治大学・院生）
　コメンテーター：間嶋 崇（専修大学）
第2報告
「組織遊戯論の構想に関する一試論
　～遊戯論の経営組織論からの評価」
　報告者：寺本 直城（明治大学・院生）
　コメンテーター：林 成光（KDDI㈱）

第２部　特別講演
「組織を活かすリーダーシップとは
　　～日銀・知事・学長を経験して」
　講演者：平山 征夫（新潟国際情報大学 学長）
　司会：高橋 正泰（明治大学）

第３部　一般報告
第1報告
「福島第一原発事故：東電テレビ会議の
多面的分析～高信頼性組織の観点より」
　報告者：
　　四本 雅人（関東学院大学）
　　牛丸 元（明治大学），中西 晶（明治大学）
　　杉原 大輔（明治大学・院生）
　　木村 達郎（明治大学）
　　髙木 俊雄（沖縄大学）
　コメンテーター：清宮 徹（西南学院大学）
第2報告「実践としての企業家的行動」
　報告者：福原 康司（専修大学）
　コメンテーター：増田 靖（水道機工㈱）
第3報告
「情報システム研究はどこに向かうのか？」
　報告者：小坂 武（諏訪東京理科大学）
　コメンテーター：青木 克生（明治大学）
パネルディスカッション
　コーディネーター：高橋 正泰（明治大学）
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 １）研究論文・図書
安藤　潤（情報文化学科・准教授）
・（2013年）"Changes in Dual-Earner Couples' Housework Behavior," The Japanese Economy 

39(4)（3-41頁）
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年）”A ground-like surface facilitates visual search in chimpanzees (Pan troglodytes)”, 

Scientific Reports 3, 2343
内田　亨（情報システム学科・教授）
・（2013年）「株式公開を意識したベンチャー企業のための不祥事防止策に関する一考察―ガバ

ナンス・モデルを目指して―」『新潟国際情報大学研究紀要』
神長　英輔（情報文化学科・准教授）
・（2012年）Каминага Эйсукэ. Сахалинская морская капуста и купец Я. Л., Семёнов: Из истории 

международной торговли морской капустой в северо-восточной Азии (конец XIX - середина XX в.) 
Под сост. А. С. Ломов, Правительство Сахалинская области, Сахалинский государственный 
университет. Сахалинская область: история, современность, перспективы. Материалы 
международной научно-практической конференции (17-18 октября 2012 г., г. Южно-Сахалинск). 
Южно-Сахалинск. (42-45, 292-295: 300)

白井　健二（情報システム学科・教授）
・（2013年）” Consideration of phase transition mechanisms during production in manufacturing 

processes”, International Journal of Innovative Computing, Information and Control 9(9) 
（3611-3626頁）

高橋　正平（情報システム学科・特任教授）
・（2013年）「コーネリゥス・バージェスの火薬陰謀事件説教について―バージェスはアンドル

ーズ、プリドー、マーシャルからどのような影響を受けたか―」『試論』第48集（1-24頁）
髙橋　正樹（情報文化学科・教授）
・（2013年）「第23章：大タイ主義とアジア主義の交差―タイ失地回復運動と日本の南進政策

―」松浦正孝編『アジア主義は何を語るのか』ミネルヴァ書房（536-560頁）
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年）”Environmental Analyses of Waste Cooking Oil Recycling and Complete Use 

Practices in Bogor, Indonesia”, a technical paper at 2013 International Conference on 
Technology, Informatics, Management, Engineering & Environment (TIME-E 2013)（28-31頁）

 ２）学会・研究会・講演等
安藤　潤（情報文化学科・准教授）
・（2013年9月7日）「子供を持つ既婚女性の労働供給と育児支援策：JPSC2009を用いた実証分

析」早稲田大学大学院経済学研究科諏訪研究室経済政策研究会（早稲田大学）
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年6月9日）「チンパンジーからヒトの心を探る」日本心理学会公開シンポジウム（新潟

大学）
臼井　陽一郎（情報文化学科・教授）
・（2013年5月24日）「環境のＥＵ、規範の政治」東京大学社会科学研究所ヨーロッパ研究会（東

京大学）
内田　亨（情報システム学科・教授）

教員の活動（本人申告による）
する国際比較研究」研究代表者
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2012年から継続）科学研究費助成事業基盤研究B＜海外＞「ペルー共和国マチュピチュ遺跡建

造物遺構の保存修復に関する調査研究」研究分担者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
伊村　知子（情報システム学科・講師）
・（2013年8月2日）「人間とチンパンジーに共通の空間認知能力を発見」『朝日新聞』、『京都

新聞』、『産経新聞』、『中日新聞』、『日本経済新聞』、『毎日新聞』各夕刊に掲載
越智　敏夫（情報文化学科・教授）
・（2013年6月22日）UX新潟テレビ21「月イチにいがた：ネット選挙で若者は政治に振り向く

か」出演
小林　満男（情報システム学科・教授）
・（2013年6月10日）「新潟市CIO補佐業務委託業者選定に関わる意見書」提出（新潟市）
佐々木　寛（情報文化学科・教授）
・（2013年7月21日）BSNラジオ「ゲキトツ2013」2013年参議院総選挙解説
藤瀬　武彦（情報システム学科・教授）
・（2013年9月8日）日本学生陸上競技連合栄章功労賞受賞
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年7月18日）日本・インドネシア共同プロジェクト「低炭素社会のためのデータ駆動型社

会システムの開発」の報道『Suara Pembaruan』紙（インドネシア全国紙）

・（2013年4月27日）「ぶり養殖における顧客価値創造プロセスとコアコンピタンス」日本経営品
質学会2013年度春季研究発表大会（東京経済大学）
越智　敏夫（情報文化学科・教授）
・（2013年9月7日）"Another Coast for the USA: Civic-mindedness in Postwar Japan and 

American Democracy", International American Studies Association (IASA) Sixth World 
Congress（Szczecin, Poland）

神長　英輔（情報文化学科・准教授）
・（2013年8月10日）討論者「1913-2013 for Eurasia: A Great Experiment or a Lost Century?」

Fifth East Asian Conference on Slavic-Eurasian Studies（Osaka University）
小林　満男（情報システム学科・教授）
・（2013年6月30日）「インタララクテイブ性を重視した大学１年生向け情報システムの教育実

践」経営情報学会2013年度春季全国研究発表大会（慶応大学）
佐々木　寛（情報文化学科・教授）
・（2013年8月20日）「民主主義による平和」政治概念の歴史的展開研究会（京都パルスプラザ）
藤田　晴啓（情報システム学科・教授）
・（2013年6月23日）“Environmental Credit Social System for Good Practices”, Plenary paper at 

2013 International Conference on Technology, Informatics, Management, Engineering & 
Environment (TIME-E 2013) （Bandung, Indonesia）（1-4頁）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（情報システム学科・教授）
・（2013年4月～）科学研究費助成事業基盤研究B（一般）「水産養殖事業のビジネスモデルに関

　

ま
た
本
調
査
を
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
発
展
す
る
よ
う
連
絡

調
整
中
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ボ
ゴ
ー
ル
市
で

は
家
庭
や
食
品
産
業
か
ら
出
る
食
廃

油
を
回
収
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
を
製
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

2
0
0
8
年
か
ら
続
け
ら
れ
て

お
り
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
は
市
内
バ
ス
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
は
食
廃
油

を
路
上
外
食
露
店
で
再
利
用
す

る
健
康
被
害
を
懸
念
し
て
始
ま

っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
温
暖

化
ガ
ス
排
出
削
減
効
果
を
数
値

と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
成
果
を
利
用
し
、
モ
バ

イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
デ

ィ
ア
を
介
し
、
個
々
の
市
民
の

食
用
油
使
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

基
づ
い
た
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削

減
量
を
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
す

れ
ば
、
デ
ー
タ
が
社
会
を
変
え

る
「
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
シ
ス

テ
ム
」
が
構
築
さ
れ
、
地
域
全

体
が
低
炭
素
社
会
へ
と
変
わ
っ

て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
シ

ス
テ
ム
研
究
機
構
」
と
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
技
術
評
価
応
用
庁
」
の
共

同
研
究
で
、
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
、
合
意
書
作
成
、
温
暖
化

ガ
ス
排
出
評
価
、
現
地
大
学
と
の
共

同
研
究
樹
立
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
「
研
究
テ
ー
マ
」
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。

日
ご
ろ
関
わ
っ
て
い
る
「
世
界
遺
産

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
保
存
修
復
」
（
保
存

科
学
）
と
「
環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
」

（
人
間
情
報
科
学
）
の
専
門
が
異
な

る
二
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
事

業
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
管
理
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

の
歴
史
保
護
区
」
で
も
特
に
重

要
な「
太
陽
の
神
殿
」の
大
塔
内

部
に
あ
り
、
そ
の
重
要
性
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
「
儀

式
の
岩
」
修
復
調
査
を
中
心
と

し
た「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
」

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
役
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
と
は
あ
ま
り
聞
か

な
い
役
柄
で
す
が
、
日
本
で
い

え
ば
国
宝
級
の
物
を
取
り
扱
う

調
査
作
業
の
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
、

ペ
ル
ー
文
化
省
ク
ス
コ
支
局
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
考
古
国
立
公
園
管

理
課
の
許
可
を
取
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
連
絡
調
整
お
よ
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日
々
の
進
捗
管

理
が
仕
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
修
復
を
行

う
に
は
、
日
本
調
査
隊
と
文
化

省
ク
ス
コ
支
局
が
M
O
U
（
覚

書
）を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
年
8
月
の
16
日
間
ペ
ル
ー
国
滞
在

中
に
、
3
年
が
か
り
の
懸
案
だ
っ
た

調
印
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
今
後
私

の
専
門
で
あ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡

の
成
立
要
因
に
関
す
る
地
理
調
査
お

よ
び
空
間
情
報
解
析
を
行
う
予
定
で

す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ

世界遺産マチュピチュ保存修復とプロジェクトマネジメント

公開シンポジウム

情報システム学科・教授　藤田 晴啓

た
若
手
技
術
者
３
人
か

ら
、
担
当
業
務
の
紹
介
や

技
術
士
試
験
の
合
格
体
験

発
表
が
あ
り
、
ま
た
本
学

の
槻
木
公
一
教
授
か
ら
社

会
人
技
術
者
が
身
に
付
け

て
お
き
た
い
こ
と
と
題

し
、
自
ら
の
体
験
を
ふ
ま

え
た
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
京
会
場
で
は
、
新
規

事
業
を
開
始
す
る
際
の
事

業
の
定
義
の
仕
方
に
つ
い

て
、
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
演
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
チ
ー
ム
と
も
活
発

に
議
論
を
す
す
め
短
時
間

で
課
題
を
ま
と
め
あ
げ
、

日
ご
ろ
の
職
場
で
の
活
躍

状
況
が
し
の
ば
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
案
内
が
十
分
に

行
き
渡
ら
ず
、
両
会
場
と

も
参
加
者
は
10
人
程
度
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
好
評
で
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
在
学
中
に
行
っ
て

い
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
連
携
し
つ
つ
、
勉

強
会
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
継
続
開
催
に
向
け
検

討
し
て
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
本
学
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
実
施
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
技
術
士
会
北
陸
本
部

お
よ
び
情
報
工
学
部
会
に

深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
今
年
５
月
に
継
続
認

証
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
新
た
な
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
（
修
習
技
術
者

と
呼
ば
れ
る
）
し
た
同
窓

生
を
主
に
対
象
と
し
た
修

習
技
術
者
勉
強
会
を
６
月

８
日
に
新
潟
（
新
潟
中
央

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、
ま
た

７
月
６
日
に
は
東
京
（
日

本
技
術
士
会
第
二
葺
出
ビ

ル
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
技
術
士
会
（
新
潟

は
同
北
陸
本
部
、
首
都
圏

は
同
情
報
工
学
部
会
）
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
修

習
技
術
者
制
度
や
社
会
人

と
し
て
の
勉
強
方
法
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
潟
会
場
で
は
、
昨
年

技
術
士
試
験
に
合
格
さ
れ

　

今
夏
も
地

域
の
イ
ベ
ン

ト
、
8
月
24

日
に
行
わ
れ

た
佐
潟
祭

（
主
催
：
佐

潟
観
光
協
会

・
佐
潟
祭
実

行
委
員
会
）

に
本
学
学
生

が
屋
台
を
出

店
す
る
な
ど
し
て
参
加
、
無
農
薬

で
栽
培
さ
れ
た
地
元
の
食
材
を
使

用
し
工
夫
し
た
料
理
を
提
供
す
る

な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

佐
潟
祭
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
「
佐
潟
」
周
辺
の
地
域

に
よ
る
夏
祭
り
。
本
学
学
生
は
、

祭
り
の
準
備
段
階
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
同
好
会
のKnock 

Out`s

は
、
毎
年
恒
例
の
自
家
製
の
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
丼
に
加
え
、
冷
や
し
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
宮
山

研
究
室
は
、
西
区
・
西
蒲
区
の
伝
統
料

理
、
剣
先
焼
き
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
学
出
身
の
ダ
ン

サ
ー
を
含
め
た
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
も
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

終
盤
の
花
火
大
会
で
は
、
本
学
の
20

周
年
を
祝
う
花
火
も
夜
空
を
彩
り
、
夏

の
終
わ
り
を
飾
り
ま
し
た
。

JABEE修了同窓生らを対象に相次ぎ勉強会JABEE修了同窓生らを対象に相次ぎ勉強会

「佐潟祭」に屋台 今年も大好評

新潟・東京

プログラム継続認証され、新たなステップ
手
製
薬
会
社
と
の
化
粧
ク
リ
ー

ム
の
開
発
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

経
営
組
織
論
・
情
報
論
の
分

野
に
お
い
て
は
、
論
理
実
証
主

義
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
ベ

ー
ス
と
す
る
ア
メ
リ
カ
発
の
論

文
や
著
書
が
溢
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
ポ

ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
社
会
構
成

主
義
な
ど
を
背
景
に
持
つ
多
様

　

経
営
情
報
学
会
の
組
織
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
研
究
部
会
（
主
査
：

高
橋
正
泰
・
明
治
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
科
長
）
の
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
経
営
組
織
論

・
情
報
論
の
批
判
的
考
察
」
が

9
月
14
日
、
新
潟
中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

学
会
は
、
経
営
情
報
に
係
る
諸

問
題
の
研
究
お
よ
び
応
用
を
促

進
し
、
経
営
情
報
学
の
確
立
、

産
業
の
進
歩
発

展
に
寄
与
す
る

こ
と
等
を
目
的

と
し
、
大
学
教

員
や
産
業
界
で
活
躍
す
る
実
務

家
な
ど
１
千
人
を
超
え
る
会
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
博
士

課
程
の
院
生
2
人
に
よ
る
院
生

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
本

学
平
山
征
夫
学
長
の
特
別
講

演
、
そ
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
た
3
件
の
一
般
報

告
が
あ
り
、
最
後
に
発
表
者
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
ら
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
40
人
が
参
加
さ

れ
、
う
ち
半
数
が
県
外
か
ら
の

参
加
者
で
し
た
。
1
時
に
開
始

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
あ
っ
と

い
う
間
に
予
定
の
6
時
半
を
迎

え
、
さ
ら
な
る
議
論
は
懇
親
会

会
場
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
午
前
中
は
リ
サ
ー
チ

ト
リ
ッ
プ
と
し
て
、
今
代
司
酒

造
の
酒
蔵
を
有
志
で
訪
問
し
ま

し
た
。
試
飲
の
ほ
ろ
酔
い（
？
）

の
中
、
古
町
糀
製
造
所
の
葉
葺

正
幸
店
主
か
ら
、
東
京
銀
座
で

「
銀
座
十
石
」
と
い
う
お
に
ぎ

り
店
を
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
た

こ
と
や
、
そ
の
後
地
元
で
糀
を

使
っ
た
食
品
の
開
発
、
ま
た
大

な
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
研
究
部
会
で
は
、
企
業
経

営
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

利
活
用
に
お
い
て
、
組
織
の
内

外
で
行
わ
れ
る
対
話
や
文
脈
な

ど
、
あ
る
い
は
物
語
と
い
っ
た

面
か
ら
の
組
織
研
究
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、„
言
語
“に
着
目

し
た
組
織
研
究
の
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ま
と
め
た
研
究
者
向

け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
翻
訳
（
邦

訳
：
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

組
織
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
研
究
：
高
橋
正
泰

・
清
宮
徹
監
訳
）
す
る
な
ど
、

海
外
の
研
究
者
と
も
積
極
的
に

交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
進
的
か
つ
多
様
な
研
究
者

・
実
務
家
た
ち
と
の
交
流
、
研

究
活
動
を
通
し
て
、
本
学
の
経

営
情
報
学
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学

の
い
っ
そ
う
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・

教
授
　
小
林
満
男
）

経営情報学会 組織ディスコース研究部会

「
経
営
組
織
論・情
報
論
の
批
判
的
考
察
」

産
業
の
進
歩
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で

　
　
　
先
進
的
な
研
究
者
・
実
務
家
と
交
流

本学20周年祝う花火も打ち上げ

９/14 新潟中央キャンパス

プログラム
開催にあたって
開会の挨拶
　高橋 正泰（明治大学大学院経営学研究科長）
開催校挨拶
　白井 健二（新潟国際情報大学 情報システム学科長）

閉会の辞・挨拶
　小林 満男（新潟国際情報大学）

第１部　院生セッション
第1報告
「リーダーシップと環境
　～アクター・ネットワーク理論の可能性」
　報告者：伊藤 真一（明治大学・院生）
　コメンテーター：間嶋 崇（専修大学）
第2報告
「組織遊戯論の構想に関する一試論
　～遊戯論の経営組織論からの評価」
　報告者：寺本 直城（明治大学・院生）
　コメンテーター：林 成光（KDDI㈱）

第２部　特別講演
「組織を活かすリーダーシップとは
　　～日銀・知事・学長を経験して」
　講演者：平山 征夫（新潟国際情報大学 学長）
　司会：高橋 正泰（明治大学）

第３部　一般報告
第1報告
「福島第一原発事故：東電テレビ会議の
多面的分析～高信頼性組織の観点より」
　報告者：
　　四本 雅人（関東学院大学）
　　牛丸 元（明治大学），中西 晶（明治大学）
　　杉原 大輔（明治大学・院生）
　　木村 達郎（明治大学）
　　髙木 俊雄（沖縄大学）
　コメンテーター：清宮 徹（西南学院大学）
第2報告「実践としての企業家的行動」
　報告者：福原 康司（専修大学）
　コメンテーター：増田 靖（水道機工㈱）
第3報告
「情報システム研究はどこに向かうのか？」
　報告者：小坂 武（諏訪東京理科大学）
　コメンテーター：青木 克生（明治大学）
パネルディスカッション
　コーディネーター：高橋 正泰（明治大学）
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12日土・13日日 入試相談会

NHKの政治部記者として首相官邸、外務省、自民党を担当。ワシントン特派員として
アメリカに赴任し、冷戦の終焉に立ち会う。湾岸戦争では最前線へ。その後、ハーバー
ド大学CFIA・国際問題研究所に招聘される。続いてボン支局長を経てワシントン支局
長を８年間にわたって務める。
この間、ブッシュ大統領をはじめ、重要閣僚の単独インタビューを数多くこなした。2001
年9.11の同時多発テロ事件に際しては、11日間の昼夜連続の中継放送を担い、冷
静で的確な報告で視聴者の圧倒的な支持を得た。2005年NHKから独立し、日本で
初めてのインテリジェンス小説『ウルトラ・ダラー』を発表。姉妹篇『スギハラ・ダラー』と
あわせて５０万部の大ヒットに。
『たそがれゆく日米同盟』『外交敗戦』『インテリジェンスの賢者たち』は新潮文庫のロ
ングセラーとして読み継がれている。2011年12月、大型ノンフィクション『ブラック・スワ
ン降臨』（新潮社）を上梓。2012年11月、『動乱のインテリジェンス』（佐藤優共著、新
潮新書）が緊急出版された。
また、慶応義塾大学大学院教授として後進の指導にも積極的に取り組んでいる。

NUISスクールアプリ開設しました
NUIS公式フェイスブック iPhone・iPad・Androidスマートフォン・タブレット向け

App StoreまたはGoogle Playストアから
新潟国際情報大学で検索
アプリをダウンロードしてご利用ください。

UX新潟テレビ21レクスタＴＶ「ヌイスタ」
毎週金曜日12:30～13:00 国情生の発信番組
ストリーム生中継 過去番組も見られます。
http://uxtv.jp/info/lexnstudio-tv/

https://www.facebook.com/nuis.face

3面
初のホームカミングを
　紅翔祭で開催

4・5面
学外実習・インターンシップ
サークル紹介Q&A
9月卒業・４人の門出を祝福
湧源・編集後記に代えて
平成26年度入試日程（推薦・帰国生・社会人）

6・7面
JABEE修了同窓生を対象に勉強会 
私の研究テーマ
経営情報学会公開シンポ報告
「佐潟祭」今年も屋台が大好評
教員の活動（本人申告による）

8面
紅翔祭（10/12・13）案内特集
　20周年記念「国情クイズ」
　タレントショー
　入試相談会
　みずき会餅つき大会

開学20周年記念事業開学20周年記念事業

「学生会館」を新設、来年8月完成目指す「学生会館」を新設、来年8月完成目指す
「学生食堂」「新潟中央キャンパス」リニューアル「学生食堂」「新潟中央キャンパス」リニューアル
３つの公開シンポジウムを開催３つの公開シンポジウムを開催

2・3面

「 彩 （Paint） your color 」テーマは「 彩 （Paint） your color 」テーマは

紅翔祭紅翔祭紅翔祭
10/12土・13日

記念すべき20回目を彩ろう!!

主なイベント

紅翔祭実行委員長　情報システム学科2年  小野 史貴
　今年も紅翔祭がやってきました!!今回の紅翔祭は記念すべき
20回目。多くの模擬店や昨年人気だった西区大農業まつりと
のコラボ、お笑い芸人ライブや声優のトークショーなどさまざ
まな企画が盛りだくさんです。
　そして今回の紅翔祭のテーマは「彩(Paint) your color」。
皆さんの個性を色にたとえて、紅翔祭というキャンバスを自由
に彩ろうという思いが込められています。皆さま、ぜひ紅翔祭
へ遊びに来てください!

本学のマスコットキャラクター
「Nabbit」です。
紅翔祭で見かけたら、
ぜひ声を掛けてください！

ナビット

●吹奏楽コンサート 
●20周年記念事業・国情クイズ
●20周年記念事業・ホームカミング 
●Dancer's Party vol.12 

12日土

●アカペラCome and join’us 
●合唱の発表

13日日

●茶会
●「復興なう。」
　～被災地に寄り添って考える～
●演劇NUIS THEATER!
●MMCの名刺屋さん
●ゲーム広場
●盤上遊戯～饗宴の大地～
●NUIS Eco Festa season4
●写真展示
●みずき野西自治会秋の文化祭
●Event & Bar「Commando」
●軽音楽Rock IN NUIS Vol.2
●模擬店多数出店

12日土・13日日

みずき会（同窓会）イベント
もちつき大会

タレントショー

今年も「もちつき大会」を行います。
ふるってご参加ください!

詳細は大学H.P.をご覧ください!

会場 学生ホール
（悪天候の場合：学生食堂「弥彦」）
時間 11：00～時間 11：00～

「世界のなかのニッポン・
 東アジアのなかのニッポン
　  　　     ～ＴＰＰと日米同盟～ 」

演　題

10月13日（日）

講　師

開催日

会　場

定　員

申込方法

手嶋 龍一 氏
外交ジャーナリスト・作家

新潟国際情報大学
本校体育館
先着600人（無料）
はがきに「手嶋龍一講演会 聴講申込」と、郵便番号・
住所・氏名・電話番号・年齢・希望人数（上限５名）を
ご記入のうえ、下記へ

宛　先 〒950-2292 新潟市西区みずき野３ー１ー１
「 新潟国際情報大学 文化講演会係 」 宛

14：30～16：00（開場：14：00）

★この講演会は、父母会およびみずき会（同窓会）の共催事業です。
★個人情報については、入場整理券郵送の目的以外に利用はいたしません。

講化文 演 会

PHOTO：長谷川 美咲編集部では読者から表紙を飾る写真を募集しています！ 投稿方法は nuischannel@nuis.ac.jp までお問い合わせください。次回のテーマは「新春」。

プロフィール

12日土

13日日

文化講演会ゲストに手嶋龍一氏文化講演会ゲストに手嶋龍一氏
〈紅翔祭〉〈紅翔祭〉１０/12㈯・13㈰１０/12㈯・13㈰

模擬店スペースの一角に特設テントを設けて、今年度
最後の「個別入試相談会」を開催します。推薦入試、
一般入試など、どんなことでも気軽にご相談ください!

模擬店スペースの一角に特設テントを設けて、今年度
最後の「個別入試相談会」を開催します。推薦入試、
一般入試など、どんなことでも気軽にご相談ください!

「アンガールズ」「Hi-Hi」 「矢尾 一樹」

（体育館） （特設ステージ）
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